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雪
の
中
で
小
さ
な
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
、
も
う
す
ぐ
く
る

春
一
番
と
と
も
に
ぽ
っ
か
り

可
愛
い
い
純
白
の
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
梅
。
香
り
高
い

梅
は
、
北
陸
に
も
い
よ
い
よ

春
の
気
ざ
し
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。

松
や
竹
と
と
も
に
、
昔
か

メ
ら
わ
が
国
の
風
景
を
象
徴
し
、
松
、

竹
、
梅
と
並
べ
ば
ず
い
祥
を
祝
う
言

葉
の
代
名
詞
。

お
よ
そ
、
千
四
百
年
前
の
飛
鳥
時

代
に
、
中
国
か
ら
渡

っ
て
き
た
も
の

と
伝
え
ら
れ
、
万
葉
集
に
も
多
く
う

た
わ
れ
て
い
る
。

鑑
賞
用
と
し
て
も
正
月
用
の
盆
栽

と
し
て
欠
か
せ

な
い
も
の
。
白
、

紅
、
淡
紅
色
の
花
や
八
重
咲
き
、
し

だ
れ
な
ど
の
三
百
余
種
に
及
ぶ
と
い

わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
果
実
は
ツ
ユ
の
頃
に
黄
熟

し
、
梅
ぼ
し
を
は
じ
め
、
梅
酒
、

梅
酢
、
砂
糖
づ
け
な
ど
と
用
途
は
広

い
。
中
で
も
梅
酒
や
梅
酢
は
家
庭
薬

と
し
て
、
下
痢
や
暑
気
あ
た
り
の
特

効
薬
と
さ
れ
、
ま
た
、
京
染
の
染
料

に
も
欠
か
せ
な
い
。
た
だ
し
、
未
熟

の
青
梅
に
は
、
青
酸
が
含
ま
れ
て
お

り
、
食
べ
る
と
猛
烈
な
中
毒
を
起
こ

す
。

日本人の祖先は、洪積世(旧石器時代〉の末期までさかのぼ

るといわれている。上市町丸山で発見された石器からみる と、

越中人の祖先は一万年前から住んでいたこ とがわかる。

文化は進み縄文式時代に入る。この時 代 の遺跡として氷見

市、大境洞窟をあげるこ とができる。富山湾に面して隆起した

海蝕洞。大正七年に発掘され、その遺物である土器、貝殻、人骨、

獣骨などは落盤によって六層の遺物包含層わかれ.最下層には

縄文式文化のものが、次の層には弥生式文化の遺物へと順次新

しくなってきている。このように自然文化から近世文化におよ

ぶ洞窟遺跡は全国にも極めて少なくめずらしいものである。

このほか、当時の遺跡としては、氷見市朝日貝塚、上市町極

楽寺遺跡、魚津市天神山遺跡、呉羽町脱が森貝塚、同北代遺跡

や神通川 ・庄川扇状地のあたりにある遺跡などをみることがで

きる。

人々の生活は、遺跡から発見されている石銀、石槍、石斧、

丸木舟 、骨角製のつり針 、話など、によって知ることができ、日

々の糧は、自然に限られ、木の実や草の根を主として、狩や漁

をしていたことがうかがえる。
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:
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政県のなんみ

新
全
国
総
合
開
発
計
画
は
、
長
期
的
展
望
に
立
っ
て
、
積
極
的
に
国
土
の
合
理
的
活
用

を
は
か
る
た
め
、
い
ま
ま
で
に
な
い
新
し
い
開
発
方
式
を
提
唱
し
て
い
る
。

先
月
号
で
は
、
計
画
が
必
要
に
な
っ
た
背
景
と
計
画
の
あ
ら
ま
し
を
の
べ
た
が
、
今
回

は
そ
の
開
発
の
す
す
め
方
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
。

区 日常生活圏施設 l 広(広域域共生同活利用圏施施設設〉
l 教 育幼高稚等学園校、小学校、 中学校、

大練養家施護、、自動社学高設等、車校会練専教農、責門育業習学場施研ろ校設修う学‘、セ職校青シ業年、タ主ーrz_ 

2 文 化図書館、児童文化館
映、、画展音楽示館堂、場総、催合図L場書館、美、劇術場館

3 集 会集会所、公民館
文結ム婚化、葬式セ場祭ン場、タ動ー場、市青民少会年館ホ、ー

4 保健医療診療所、病院 静総合セ病院、保健所、救急医
ンタ一、

5 環境衛生所公衆、美浴場容所E 公衆便所、理容墓地、火葬所、と場

6 福 祉保育所、老人福祉施一設、児、童児
祉小合養施企福護老設業祉福人、セ働祉ホン施ターく婦設ーム人、、身勤の障家労者者、総福中語 、福祉センタ

体育、スポー
児童公園歩近道隣、，分公体区園育、館園地、運区、園セ動、ン植ゴト物ルラ園ルプ場、パ休γーL総夕施合、運森設林動場公7 ツ・レクリエ 公園、遊

ーション 動場、プール

8 ~ンョツピングスーパーマーケット、商庖 ショッピングセンタ一、デ、
街、小売市場 ハート

9 保安 ・防災駐在所、派出所、緊急通報警察署、特殊消防センター

器、、消し防消ゃ断署火緑栓、街地、灯火、用避貯難水広場槽

新

し

い
《
同

格

新
計
画
は
、
国
土
開
発
の
基
礎
的
条
件
と
し

て
、
全
国
に
新
し
い
交
通
、
通
信
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
張
り
め
ぐ
ら
す
こ
と
、
東
海
道
か
ら
山

陽
道
に
か
け
て
集
中
し
て
い
る
、
国
土
の
高
度

利
用
を
全
国
に
推
し
広
め
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

す
る
。こ

の
た
め
、
ま
ず
、
首
都
東
京
を
中
心
と
し

て
、
札
幌
、
仙
台
、
名
古
屋
、
大
阪
、
広
島
、

福
岡
の
七
大
都
市
の
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
こ
れ

ら
を
相
互
に
結
ぶ
情
報
通
信
網
や
、
幹
線
航
空

路
、
新
幹
線
鉄
道
、
高
速
道
路
な
ど
か
ら
な
る

新
交
通
通
信
網
を
総
合
的
、
先
行
的
に
整
備

し
、
こ
れ
を
日
本
列
島
の
主
軸
と
す
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
主
軸
と
、
地
方
都
市
を
直
接

こ
の
広
域
生
活
圏
内
に
必
要
な
施
設
を
適
正

に
配
置
す
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
事
業
で
あ

る。
つ
ま
り
、
住
宅
、
上
下
水
道
な
ど
を
含
め
た

生
活
環
境
の
充
実
、
圏
域
内
の
各
地
域
と
中
心

都
市
を
結
ぶ
交
通
施
設
の
整
備
を
は
か
る
こ
と

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
表
ー
の
よ
う
な
施
設
を
そ
れ
ぞ
れ

の
圏
域
ご
と
に
配
置
し
、
ど
こ
で
も
高
度
な
都

市
的
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
計
画
が
社
会
生
活
面
で
存
在
す

政

表ー l 広域生活閣に備えるべき施設

県のなんみ

の

建

設

r、

結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
南
北
に
細
長
い
日
本
列

島
の
各
地
域
間
の
時
間
距
離
は
、
著
し
く
短
縮

さ
れ
、
全
国
が
一
体
と
な
る
こ
と
か
ら
地
域
聞

の
社
会
的
、
文
化
的
格
差
は
解
消
さ
れ
る
と
し

て
い
る
。北

海
道
・
九
州
を
刊
時
間

初
分
で
結
ぶ

例
え
ば
、
新
幹
線
鉄
道
網
が
完
成
す
れ
ば
、

東
京

・
札
幌
聞
は
五
時
間
五
十
分
(
現
在
十
九

時
間
二
十
五
分
)
、
東
京

・
福
岡
聞
は
五
時
間

四
十
分
(
現
在
十
二
時
間
十
五
分
)
と
な
る
が
、

こ
の
こ
と
だ
け
か
ら
も
従
来
の
時
間
感
覚
は
変

更
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

る
環
境
水
準
の
格
差
の
解
消
に
重
き
を
置
い
て

中

部

開

圏

新
開
発
計
画
は
、
全
国
的
な
国
土
総
合
開
発

の
基
本
的
方
向
に
そ

っ
て
、
各
事
フ
ロ

ッ
ク
の
開

発
構
想
を
示
し
て
お
り
、
本
県
は
中
部

e

フ
ロ

ッ

ク
(
中
部
圏
〉
に
属
す
る
。

中
部
圏
に
は
、
首
都
聞
や
近
畿
圏
に
比
べ
、

水
資
源
や
港
湾
な
ど
の
生
産
条
件
に
開
発
余
力

が
あ
る
ほ
か
、
大
幅
な
労
働
力
の
供
給
が
見
込

ま
れ
る
の
で
、
第
二
次
産
業
の
一
段
の
発
展
と 発

し
か
し
な
が
ら
、
図
1
で
見
る
よ
う
に
、
こ

の
主
軸
は
太
平
洋
沿
岸
に
あ
ま
り
に
片
寄
っ
て

い
る
。
こ
と
に
、
北
陸
地
方
は
主
軸
か
ら
か
け

離
れ
る
。
本
県
と
し
て
は
、
国
土
の
均
衡
あ
る

発
展
を
は
か
る
た
め
、
日
本
海
沿
岸
を
縦
貫
す

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
三
大
都
市
と
直
結
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
建
設
に
つ
い
て
、
計
画
化
を

働
き
か
け
て
い
る
。

大
き
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
各

地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
大
規
模
な
農
林
水
産

業
、
工
業
、流
通
、
観
光
な
ど
の
開
発
を
進
め
よ

日本列島の主軸図-1

い
る
の
も
特
色
の
一
つ
で
あ
る
。

の

4蕎

想

観
光
な
ど
の
第
三
次
産
業
、
お
よ
び
高
生
産
性

農
業
の
発
展
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

圏
内
住
民
の
社
会
経
済
活
動
の
広
域
化
に
対

処
す
る
と
同
時
に
、
中
部
闇
内
各
地
域
の
一
体

化
を
進
め
、
あ
わ
せ
て
、
首
都
圏
お
よ
び
近
畿

閣
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
に
は
、
南
北
交
通

体
系
お
よ
び
内
部
循
環
交
通
網
を
は
じ
め
と
す

る
交
通
通
信
体
系
の
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ

る。
図-2 中部圏の開発構想図

う
と
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
開
発
の
遅

れ
た
地
域
に
は
、
開
発
の
原
動
力
を
つ
く
り
、

一
方
、
大
都
会
な
ど
の
過
密
に
悩
む
地
域
の
整

備
を
容
易
に
し
、
全
国
土
の
利
用
の
駒
衡
化
を

は
か
る
も
の
で
あ
る
。

大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
単
に
事

業
の
投
資
が
巨
額
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
長
期

的
・
持
続
的
に
開
発
を
進
め
、
国
土
の
飛
躍
的

な
発
展
に
活
力
を
与
え
よ
う
と
す
る
も
の
で

す。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
事
業
も
最
近
に
お
け

る
わ
が
国
の
経
済
や
科
学
技
術
の
発
展
ぷ
り
か

ら
み
て
不
可
能
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
述
べ
た
開
発
計
画
は
、
次
の
三
種

類
の
構
想
に
要
約
で
き
る
。

-
新
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
:
:
:
情
報
通
信

網
、
新
幹
線
鉄
道
網
、
高
速
道
路
網
の
建
設

な
ど

2

産
業
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
:
:
:
大
規
模
な

工
業
基
地
、
流
通
基
地
、
高
生
産
性
農
業
地

帯
、
畜
産
基
地
、
観
光
開
発
基
地
の
建
設
な

と

~. Jl 

" 

- 4一

3 

環
境
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
:
:
:
大
規
模
な

国
土
保
全
事
業
、
住
宅
の
建
設
、
地
方
都
市

の
施
設
整
備
、
都
市
改
造
、
水
資
源
開
発
、

森
林
開
発
な
ど

広
域
生
活
圏
の
整
備

今
後
、
生
活
水
準
が
向
上
し
、
自
動
車
が
普

及
す
る
に
つ
れ
て
、
生
活
行
動
範
囲
が
広
く
な

り
、
従
来
の
市
町
村
の
わ
く
を
越
え
た
生
活
圏

が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。

新

計

画

の

課

題

こ
の
新
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
さ
き

に
述
べ
た
大
規
模
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

や
そ
の
実
施
方
法
、
関
係
法
令
の
整
備
な
ど
、

な
お
検
討
す
べ
き
事
項
も
多
い
。

ま
た
、
各
方
面
か
ら
、
多
く
の
要
望
や
批
判

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
調
整

し
、
国
民
の
積
極
的
協
力
を
得
ら
れ
る
計
画
に

仕
上
げ
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
検
討
を
要
す
る

が
、
現
在
そ
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

(
開
発
課
)

- 5一
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政県.のなんみ政県のなんみ

を主 音
仁:::t J'Ul、らに子の

長
い
目
で
見
て
ほ
し
い

海
水
浴
場
と
し
て
知
ら
れ
る
石

田
浜
が
松
原
越
し
に
望
ま
れ
る
白

い
鉄
筋
の
建
物
。
こ
れ
が
知
恵
の

遅
れ
た
子
た
ち
の
楽
園
「
黒
部
国

学
」
で
あ
る
。

園
長
の
村
上
さ
ん
は
、
「
知
能

に
欠
陥
の
あ
る
精
神
薄
弱
児
に
と

っ
て
、
ま
ず
、
生
活
環
境
の
調
整

と
、
人
間
関
係
が
大
切
で
す
。
つ

ま
り
、
生
活
に
必
要
な
力
を
養
う

こん」。そ
り
ゃ
、
世
間
に
は
論
外
な
差

別
や
誤
解
が
多
い
で
す
よ
。
し
か

¥....; 

現
在
、
文
部
省
の
入
学
基
準
の

知
能
指
数
は
五
十
以
上
で
あ
る
か

ら
、
小
、
中
学
校
に
は
、
ま
だ
相

当
の
精
薄
児
が
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
子
ら
は
、
友
達
か
ら
も
離

れ
が
ち
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
こ
に
入
っ
た
子
ら
に
は
、
そ
れ

こ
そ
無
縁
の
世
界
に
見
え
る
こ
と

だ
ろ
う
。

六
歳
か
ら
十
八
歳
ま
で
あ
わ
せ

て
九
十
一
名
の
園
児
は
、
そ
の
程

度
、
年
齢
、
性
格
、
発
育
に
よ
っ

て
、
グ
ル

ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
指

導
員
と
保
母
さ
ん
が
指
導
と
世
話

に
あ
た
っ
て
い
る
。

口
先
よ
り
も
態
度
で

し
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
指
摘
す
る

前
に
、
子
ど
も
た
ち
が
人
に
頼
ら

ず
、
迷
惑
を
か
け
ず
生
き
て
ゆ
け

る
方
策
を
考
え
て
や
ら
ね
ば
。

子
供
た
ち
が
自
分
で
自
分
の
身

の
回
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
、

そ
れ
だ
け
で
見
る
目
も
変
っ
て
く

る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
指
導
の

理
念
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
、
き

れ
い
な
子
に
す
る
。
要
す
る
に
清

潔
さ
を
欠
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ

県立黒部学園

(黒部市石田〕

先生、ここはどうするの

と
で
士
ね
。
第
二
に
、
け
じ
め
の

あ
る
子
。
第
三
に
、
身
の
こ
な
し

の
よ
い
子
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
で
も
言
う
は
易
く
、
根
気
の

い
る
仕
事
で
す
が
ね
」
と
語
る
。

顔
い
っ
ぱ
い
の
マ
ス
ク
を
し
て

病
院
か
ら
帰
っ
て
き
た
園
児
に
、

「
ど
う
だ
、
大
分
よ
く
な
っ
た
か

ね
」
と
心
配
そ
う
。

精
薄
児
は
、
知
能
指
数
に
よ
っ

て
O
J二
十
四
を
重
度
、
二
十
五

J
四
十
九
を
中
度
、
五
十
J
七
十

四
を
軽
度
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の

だ
と
成
長
ぶ
り
を
喜
こ
ぶ
先
生
。

家
庭
的
雰
囲
気
こ
そ
大
切

教
室
で
は
、
学
習
と
い
っ
て
も
、

何
も
本
を
出
し
て
勉
強
す
る
の
で

は
な
い
。
日
常
生
活
の
お
さ
ら
い

が
か
勉
強
4

。
近
づ
く
生
活
展
の

作
品
づ
く
り
で
、
ど
の
教
室
も
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。
「
先
生
、
こ
こ

は
ど
う
す
る
の
」
と
編
物
を
し
て

ア
ジ
ア
で
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
る
日
本
万
国
博
覧

会
は
、

「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」
を
テ
l
マ
に
大
阪

市
千
里
丘
陵
で
聞
か
れ
ま
す
。
開
会
の
四
十
五
年
三

月
十
五
日
ま
で
あ
と
約
四
百
日
と
な
り
ま
し
た
。

三
百
五
十
万
平
方
対
の
会
場
に
は
、
参
加
各
国
の

展
示
館
や
圏
内
の
参
加
企
業
の
パ
ビ
リ
オ
ン
の
建
設

が
急
ピ
ッ
チ
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

万国博がやってくる

グ
会
場
に
は
楽
し
さ
が
い
っ
ぱ
い
4

種 類|区分 |料金|適用範囲

普通入場券 大小 人人 840000 円 243 才才~以1上4 才

青年寄l引入場券 青 ，年 600 15才~22才

夜間割引入場券 大小青 年人人 3420000 0 0 午の入後場5時者以降

特別割引入場券 大小青 年人人 3210∞ 00 0 身体障害者等

回数入場券 大小青 年人人 32l.，，8890500 0 0 5枚綴込券

一 般団体
大小青 年人人 3750000 0 0 25人以上の団体

割引入場券

学校行事団体 高校 200 

割引入場券 ，義務教育 100 

O
美
し
い
展
示
館
か
ら

未
来
が
生
ま
れ
る

七
十
ヵ
国
以
上
の
参

加
が
見
込
ま
れ
る
万

国
博
各
展
示
館
で
は
、
す
ぐ
れ
た

文
化
や
産
業
の
姿
、が
興
味
深
く
紹

介
さ
れ
ま
す
。

む
か
し
の
万
国
博
か
ら
ミ
シ
ン

や
テ
レ
ビ
が
登
場
し
た
よ
う
に
、

こ
こ
か
ら
二
十
一
世
紀
を
開
く
新

し
い
知
恵
や
技
術
が
生
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

O
世
界
の
名
庖
街
で
食
べ
歩
き
や
シ

ヨ
ッ
ピ
ン
グ
を
:
:
・
:

本
場
の
味
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
め

る
ほ
か
、
世
界
各
国
の
珍
し
い
民

芸
品
な
ど
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま

す。
O
自
動
運
転
の
モ
ノ
レ
ー
ル
や
動
く

歩
道
で
快
適
に
:
:
:
:

十
五
分
間
で
場
内
を
一
周
す
る
循

環
式
モ
ノ
レ
ー
ル

・
東
西
南
北
の

各
ゲ
l
ト
か
ら
グ
動
く
歩
道
4

で

会
場
の
中
心
へ
:

Q 

二
五
千
枚
に
一
本
の
割
合
で
、
家

族
が
そ
ろ
っ
て
入
れ
る
入
場
券
が

あ
た
る
。

券日当
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先ー
匂v

し脳

産圏

県
下
に
は
、
知
恵
の
遅
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
三
千
九

百
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
子
ら
は
先
天
的
、
ま
た
は
生
れ
る
と
き
、
生
れ

た
後
で
病
気
や
外
傷
に
よ
っ
て
脳
に
障
害
を
受
け
て
知

能
の
発
達
が
遅
れ
た
の
だ
。

世
の
中
か
ら
は
、
冷
た
い
目
で
見
ら
れ
が
ち
で
は
あ

る
が
、
こ
こ
、
日
本
海
の
荒
波
に
も
負
け
ず
、
強
く
正

し
く
伸
び
よ
う
と
、
自
立
に
励
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち

を
紹
介
し
よ
う
。

県
の
木

O
巨
大
な

ρ
太
陽
の
塔
d

が
そ
び
え

る
テ
l
マ
の
世
界

人
類
の
誕
生
か
ら
輝
や
か
し
い
未

来
の
姿
ま
で
が
、
楽
し
い
模
型
や

カ
プ
セ
ル
、
音
、
光
、
映
像
な
ど

で
興
味
深
く
語
ら
れ
、
感
動
的
な

テ

l
マ
の
世
界
を
つ
く
り
だ
す
。

O
三
千
万
人
の
感
動
を
呼
ぶ

か
お
祭

り
広
場
4

参
加
各
国
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
デ
l
の

式
典
や
民
族
色
豊
か
な
お
祭
り
、

サ

l
カ
l
ス
、
パ
レ
ー
ド
な
ど
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
巨
大
な
ロ
ボ

ッ
ト
や
移
動
舞
台
が
演
出
に
活

躍
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
水
上
ス
テ

ー
ジ
で
は
、
世
界
の
人
気
タ
レ
ン

ト
に
よ
る
豪
華
な
シ
ョ
ー
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

日
本
万
国
博
の
入
場
料
金
と
入
場
券

の
種
類
が
き
ま
り
、
三
期
に
分
け
て

前
売
券
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
売
券
に
は
こ
ん
な
特
典
が

一
抽
せ
ん
で

ρ
万
国
博
記
念
メ
ダ

ル
グ
が
当
た
る
。

- 6ー

三
、
第
一
期
、
二
期
に
お
買
い
上
げ

の
方
か
ら
、
抽
せ
ん
に
よ
り
開
会

式
の
招
待
状
が
も
ら
え
る
。

「タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」

ス
ギ
は
日
本
い
た
る
と
こ
ろ
に
自

生
、
ま
た
は
植
林
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
は
、

富
山
県
内
の
代
表
的
な
ス
ギ
で
、
昭

和
四
十
一
年
「
県
の
木
」
の
指
定
を
受

け
て
か
ら
は
、
そ
の
存
在
が
一
段
と

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
は
、
そ
の
原
生
林

が
立
山
山
系
に
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
中

に
も
「
プ
ナ
坂
系
」
、
「
早
月
系
」

、

「
黒
部
系
」
の
三
種
が
あ
り
ま
す
。

原
生
林
は
全
国
的
に
み
て
海
抜
の
高

い
と
こ
ろ
に
自
生
す
る
も
の
で
す
。

本
県
で
は
毎
年
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
植
林
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
う
ち
約

八
O
れ
が
タ
テ
ヤ
ヤ
ス
ギ
で
占
め
、

他
は
ボ
カ
ス
ギ
、
マ
ス
ヤ
マ
ス
ギ
の

順
。
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
の
葉
は
柔
軟

で
、
枝
は
太
く
下
方
に
た
れ
、
寒
さ

や
雪
に
非
常
に
強
く
、
富
山
県
の
よ

う
な
積
雪
量
の
多
い
と
こ
ろ
に
適
し

た
品
種
で
す
。

材
質
は
一
般
に
強
じ
ん
で
建
築

材
、
家
具
材
、
建
具
材
そ
の
他
広
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
在
で
は
公
園
、
広

場
、
家
の
ま
わ
り
な
ど
に
植
え
込
ま

れ
、
広
く
県
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。県

の
今
後
の
植
林
計
画
と
し
て

は
、
よ
く
成
長
し
、
か
つ
利
用
価
値

の
多
い
「
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
」
を
植
林

し
て
木
材
の
消
費
に
役
立
て
る
こ
と

で
す
。

- 7ー
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本県の稲作は、昨年の収量が37万8千トンと 2年連続の大豊
作となりました。これによって、農家の収入は大きくふくらみ
ましたが、米の過剰問題、消費地での品質についての苦情など、
手放しでは喜べない事態も出ています。

これらの事柄について、今後どう対処すればよいのか、関係
者のみなさんに語り合っていただきました。

県

談 ・会->

今後の方向を語る

のな!v 

〈 座

み

機にたつ農業

量

か

ら

質

r、
の

司
会

昨
年
の
稲
作
は
、
反
収
で
五
百
三
設
と

な
り
、
予
想
収
穫
量
が
三
十
七
万
八
千
九
と
一

昨
年
を
上
回
る
大
豊
作
で
、
農
家
の
方
々
は
明

る
い
お
正
月
を
過
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
一
方
で
は
、

「
激
動
す
る
農
業
」
と

か
、

「
転
換
期
に
立
つ
農
業
」
と
か
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
も
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、

昨
年
の
稲
作
を
顧
み
、
今
後
の
富
山
県
農
業
の

進
む
べ
き
道
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
お
話
を
う

け
た
ま
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
の
稲
作

は
ど
う
で
し
た
か
竹
内
さ
ん
。

竹
内

私
の
と
こ
ろ
は
平
均
し
て
反
収
十
俵
半

の
収
穫
で
、
早
生
よ
り
も
中
、
晩
生
の
方
が
よ

か
っ
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
米
の
等
級
も
よ

か
っ
た
で
す
ね
。

司
会

試
験
場
の
立
場
か
ら
、
昨
年
の
増
収
の

'-J v 
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

本
県
産
米
の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
、
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
米
を
つ
く
る
こ
と
が
大

き
な
課
題
で
す
。
た
と
え
ば
、
消
費
地
に
大
き

大

型

時包

題ミ

業

政

竹
島

そ

う

で

す

ね
、
そ
れ
に
加
え
て

こ
れ
か
ら
の
刈
り
取

り
は
遠
か
ら
ず
コ
ン

バ
イ
ン
、
バ
イ
ン
ダ

ー
等
に
よ
る
機
械
刈

取
り
に
な
る
こ
と
は
必
歪
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
倒
れ
な
い
品
種
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
品
種
と
し

て
、

「
富
山
早
生
」
が
あ
り
ま
す
が
、
地
域
に

よ
っ
て
は
品
質
の
面
で
若
干
劣
る
の
で
、
現

在
、

「
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
」

と
同
等
の
品
質
を
持

ち
、

「
富
山
早
生
」
の
形
質
を
も
っ
た
も
の
を

育
成
中
で
す
。
あ
と
二
J
三
年
で
実
用
化
の
メ

ド
を
つ
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
晩
生
の
も
の
で
は
、
県
外
で
育
成
さ
れ
た

も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
穂
発
芽
と
か

病
気
に
弱
い
な
ど
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
面

が
あ
り
ま
す
。

竹
内

私
の
部
落
の
今
年
の
種
モ
ミ
の
注
文
を

見
ま
す
と、

「
ノ
リ
ク
ラ
」
が
一
番
多
か
っ

た
。
こ
れ
も
、
機
械
化
と
か
、
生
ご
き
の
関
係

か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
モ
ミ
摺
り
調
整
に
至
る

ま
で
機
械
化

一
貫
作
業
で
す
か
ら
、
粒
が
一
定

し
て
い
て
、
機
械
操
作
業
の
し
易
い
品
種
を
作

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

竹島さん

県のなんみ

、ー・ ロミ J吊

農 家 竹内 実 富山市太田

" 野村 稔 福野町南野尻

農業団体 山田伊作 県農協中央会会長

指噂員 竹島修一 農業試験場技術課長

司 会 宮林達夫 農林水産部次長

(順不同敬称略〉

席出

な
倉
庫
を
準
備
す
る
と
か
、
県

下

の

大

型

農

協
、
例
え
ば
呉
東
、
呉
西
に
二
カ
所
づ
っ
モ
ミ

貯
蔵
庫
を
作
る
こ
と
な
ど
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

時

代

lま

必

至

司
会

本
県
で
は
、
専
業
農
家
が
僅
か
六
J
七

れ
に
す
、
ぎ
ず
、
殆
ん
ど
が
兼
業
農
家
。
し
か

し
、
専
業
農
家
も
規
模
拡
大
が
思
う
よ
う
に
な

ら
ず
、
ま
た
、
兼
業
農
家
で
は
過
剰
投
資
な
ど

の
問
題
も
あ
っ
て
効
率
の
低
い
経
営
が
多
い
よ

う
で
す
。
そ
こ
で
専
業
農
家
を
中
核
と
し
た
生

産
の
組
織
作
り
を
し
、
専
業
農
家
に
は
規
模
拡

大
に
相
当
す
る
メ
リ

;

?

‘蜘

ツ

ト

を

、
兼
業
農
家

1
J
f抗
日

に

は

よ

り

高

次

の

安

/
h
J
む
A
E
司
定
就
労
で
き
る
と
い

‘

訓

っ

た

「

農

工

共

栄

」

で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
い
う

意
味
で
、
県
や
農
協
で
集
団
栽
培
な
ど
組
織
化

を
進
め
て
い
る
の
で
す
が
、
上
手
に
や
っ
て
お

ら
れ
る
例
や
、
問
題
点
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

山
田

ほ
場
整
備
を
行
な
っ
た
所
で
は
、
必
ず

集
団
栽
培
を
や
っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
や
ら

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ね
。
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
立
派
な
青
年
の
い
る
と
こ
ろ
が
発
展
し
て
き

て
い
ま
す
。

青
年
指
導
者
層
の
養
成
が
第

野
村

主
要
機
械
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
青
年
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

時

代

に

き

て

い

る

要
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
ょ
う
か
。

竹
島

初
め
の
う
ち
は
、
天
候
が
悪
く
て
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
後
半
に
は
持
ち
直
し
、
穂
数

は
若
干
少
な
め
で
し
た
が
、
穂
そ
の
も
の
が
大

き
く
な
り
、
玄
米
千
粒
重
が
高
く
な
っ
た
。
こ

れ
が
原
因
で
し
ょ
う
。

司
会

と
こ
ろ
で
、
米
が
余
っ
た
と
い
う
こ
と

で
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
山
田
さ
ん
中
央
の

情
勢
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

山
田

た
し
か
に
全

国
的
に
不
安
感
が
た

だ
よ
い
だ
し
た
こ
と

は
い
な
め
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
は
、
多

少
米
に
余
裕
が
出
て

き
た
こ
の
時
期
に
こ
そ
、
米
の
需
給
関
係
を
本

当
に
考
え
る
よ
い
機
会
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す。

山田さん

国
の
方
で
も
、
需
要
拡
大
に
努
力
し
て
ほ
し

い
、
銘
柄
格
差
金
を
出
す
な
ど
し
て
。

ま
た
生
産
者
自
体
も
、

「
量
か
ら
質
」
へ
の

転
換
を
考
え

1
.い
た
だ
き
た
い
。
量
を
お
と
さ

ず
、
質
を
い
か
に
高
め
る
か
、
こ
れ
は
大
切
な

課
題
で
す
。
農
家
の
方
々
の
納
得
の
上
で
、
ぜ

ひ
と
も
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

食

度

存t有
田

告リ

山
田

県
も
、
議
会
も
、
農
家
の
方
々
も
食
管

制
度
を
守
る
と
い
う
気
持
ち
で
は
一
致
し
て
お

( 

は
機
転
の
き
く
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
七
十
J
八
十
か
の
集

団
で
」
一
、
三
名
で
よ
い
の
で
す
か
ら
、
こ
ん
な

人
を
育
て
る
た
め
研
修
の
機
会
が
必
要
で
す
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
経
営
を
安
定
さ
せ
る
た
め

に
は
従
来
の
よ
う
な
奉
仕
的
な
も
の
で
な
く
、

正
当
な
報
酬
を
支
払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

竹
内

機
械
化
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
、

農
村
の
若
い
リ
ー
ダ

ー
を
育
て
る
方
策
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば

竹内さん

な
り
ま
せ
ん
ね
。

野
村

技
術
的
な
面
で
、
農
家
は
改
良
普
及
員

に
負
う
と
こ
ろ
は
多
い
し
、
販
売
面
で
は
農
協

に
頼
っ
て
い
る
が
、
若
い
人
に
は
基
本
に
な
る

人
間
的
な
つ
な
が
り
、
精
神
的
な
支
え
も
必
要

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

り
ま
す
。
た
だ
、
政
府
が
考
え
て
い
る
よ
う
に

自
主
流
通
を
認
め
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

な
し
く
ず
し
に
食
管
が
く
ず
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
心
配
で
す
ね
。

司
会

作
付
転
換
に
つ
い
て
は
。

山
田

必
要
で
す
が
、
北
陸
の
よ
う
な
積
雪
寒

冷
地
帯
で
は、

む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

国
で
は
、
今
年
か
ら
作
付
転
換
を
進
め
て
く

る
で
し
ょ
う
が
、
強
制
し
な
い
と
い
う
約
束
で

す
。
太
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
と
か
、
中
国
、
四

国
の
果
樹
地
帯
で
は
作
付
転
換
を
希
望
し
て
お

り
ま
す
が
、
東
北、

北
海
道
で
は
反
対
し
て
お

り
ま
す
。

司
会

こ
れ
ら
の
動
き
を
農
家
の
方
々
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
対
応
し
て
・ゆ
こ
う
と
し
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

- 8-

野
村

農
家
の
受
け

入
れ
体
制
が
整
っ
た

後
な
ら
よ
い
の
で
す

が
、
今
で
す
と
「
恐

ろ
し
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
本
音
で
す

ネ
。
量
的
な
収
穫
技
術
は
一
応
マ
ス
タ
ー
し
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
う
ま
い
米
づ
く
り
の
方
向

へ
進
ん
で
い
こ
う
と
は
、
思
い
ま
す
。

米
以
外
の
も
の
と
い
え
ば
私
の
所
で
は
、
そ

菜
を
作
り
相
当
出
荷
し
て
お
り
ま
す
。

野村さん

モ
ミ
貯
蔵
庫
の
建
設
も

山
田

み
な
さ
ん
の
お
話
の
よ
う
に
本
県
は
生

産
県
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
消
費
地
に
移
出

そ菜園芸はまだまだ有望

司
会

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
え
が

き
若
い
人
に
希
望
を
与
え
る
た
め
に
、
県
で
は

h
H

明
日
の
農
村
H
H

を
専
門
の
方
々
に
お
題
い
し

て
目
下
考
案
中
で
す
。

山
田

若
い
人
が
、
農
村
の
中
で
頑
張
っ
て
い

る
姿
に
は
敬
服
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
若
い

人
達
の
努
力
に
こ
た
え
て
農
協
で
は
、
営
農
指

導
を
強
力
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
全
国
段
階
で
も
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
を

養
成
す
る
た
め
の
方
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す。司
会

み
な
さ
ん
、
稲
の
ほ
か
に
何
か
。

竹
内

現
在
、
稲
本
位
で
す
が
、
今
後
、
花
と

か
庭
木
な
ど
を
考
え
て
い
ま
す
。

有
望
な
そ
さ
い
園
芸

- 9ー

野
村

気
候
、v
風
土
に
適
し
た
も
の
と
い
う
こ

と
で
白
菜
に
着
目
し
ま
し
た
。
五
年
前
サ
ー
ク

ル
活
動
と
小
使
い
稼
ぎ
の
つ
も
り
で
始
め
た
も

の
で
す
が
、
県
内
の
市
場
を
は
じ
め
、
金
沢
市

場
も
開
拓
に
成
功
し
、
昨
年
は
大
阪
に
も
出
荷

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
福
野
町
で
は

三
十
診
に
広
が
り
ま
し
た
。
宰
い
、
四
十
三
年

に
は
、
国
の
団
地
指
定
も
受
け
、
み
ん
な
張
り

き
っ
て
お
り
ま
す
。

山
田

私
の
家
の
近
く
で
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

を
大
規
模
に
や
っ
て
、
金
沢
あ
た
り
へ
盛
ん
に

出
荷
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
ま
す

と
園
芸
も
ま
だ
ま
だ
伸
ば
す
余
地
が
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
本
県
で
も
、
雪
の
深
い
と
い
わ

れ
る
城
端
で
カ
l
ネ
l
シ
ョ
ン
や
酪
農
が
で
き

る
ん
で
す
か
ら
(
一
向
、
う
な
ず
く
)

司
会

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



誕

ピ
ョ
ピ
ョ

ピ
ョ
ピ
ョ
鳴
く
ヒ
ヨ
コ

固
い
カ
ラ
を
破
っ
て

生
れ
て
き
た

か
わ
い
い
ヒ
ヨ
コ

ど
の
子
も
み
ん
な
同
じ

ピ
ョ
ピ
ョ

ピ
ョ
ピ
ョ
鳴
く
ヒ
ヨ
コ

日
本
の
夜
明
け
を

告
仔
に
ゆ
く

か
わ
い
い
ヒ
ヨ
コ

私
は
タ
マ
ゴ
を
生
み
に
行
く

生

ピ
ョ
ピ
ョ

ピ
ョ
ピ
ョ
鳴
く
ヒ
ヨ
コ

手
ぎ
わ
よ
く
雌
雄
に

分
け
ら
れ
る

か
わ
い
い
ヒ
ヨ
コ

お
前
は
こ
れ
か
ら
ど
こ
へ
行
く

顔

/〆
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県のなん

「
唐
津
焼
の
天

神
さ
ま
」
と
正

月
近
く
に
な
る

と
呼
び
な
が
ら

売
り
歩
い
た
行

商
人
が
い
た
頃

を
ご
存
じ
の
方

が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
天
神
さ
ま
、
す
な
わ
ち
土
人
形
作

り
を
現
在
も
守
り
続
け
て
い
る
渡
辺
信
秀
さ
ん

を
訪
ね
た
。

「
尾
張
の

加
藤
家
の
陶
器
職
を
つ
と
め
て

い
た
広
瀬
秀
信
が
、
富
山
藩
主
十
代
目
前
田
利

ち

と

せ

保
公
に
召
さ
れ
て
富
山
に
移
り
、
千
歳
御
般
の

庭
に
窯
を
築
き
、
千
歳
焼
を
つ
く
っ
て
い
た

が
、
そ
の
子
安
次
郎
と
共
に
藩
主
の
命
に
ょ
っ

…

私

の

「
祖
父
が
習
得
し
、
父
が
受
継

ぎ
共
に
家
業
と
し
て
き
た
富
山

…

座

右

銘

土
人
形
。
こ
の
伝
統
の
手
ほ
ど

き
を
十
五
歳
の
と
き
受
け
た
私
だ
が
、
時
代

の
流
れ
か
ら
一
時
期
で
は

…
あ
っ
た
が
手
か
ら
離
し
て

「

初

心

し
ま
っ
た
。
戦
後
、
世
の

中
が
落
着
く
と
同
時
に
、
再
び
こ
の
土
人
形

を
こ
の
手
で
握
っ
た
。

父
も
ま
た
健
在
で
あ
っ
た
た
め
に
職
を
他

に
持
ち
、
か
た
わ
ら
始
め
た
の
だ
が
、
私
は

み

v 、ノ

-
E
a勾
d
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ー

て
天
神
臥
牛
を
焼
い
て
献
上
し
た
の
が
百
二
十

年
前
:
:
・
:
:
」
と
渡
辺
さ
ん
は
富
山
土
人
形
の

由
来
を
語
っ
て
く
れ
る
。

渡
辺
さ
ん
の
家
は
、
祖
父
が
当
時
の
富
山
藩

土
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
廃
藩
置
県
と
な
っ
た

と
き
の
明
治
維
新
に
広
瀬
さ
ん
か
ら
教
わ
り
、

祖
父
か
ら
父
へ

と
受
け
つ
が
れ
今
は
三
代
目
と

も
う
百
年
に
な
る
。

土
人
形
は
、
天
神
さ
ま
を
は
じ
め
、
ひ
な
人

形
、
鯛
人
形
、
福
人
形
な
ど
百
余
種
に
お
よ
ぶ

と
い
う
。

昔
は
、
子
供
の
が
ん
具
や
飾
り
物
と
し
て
広

く
用
い
ら
れ
た
が
、
最
近
で
は
生
産
量
も
少
な

く
な
り
、
趣
味
の
人
形
と
し
て
愛
好
さ
れ
、
全

国
の
物
産
展
や
全
国
各
地
に
頒
布

さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
昨
年
七
月
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
使
館

常
に
「
初
心
を
忘
れ
ず
」
を
心

に
銘
記
し

て
、
こ
の
土
人
形
作
り
に
も
、
勤
務
先
で
も

励
ん
で
き
た
」

と
語
る
。

訪
ね
た
と
き
は
丁
度
絵
付
け
の
最
中
で
あ

っ
た
が
、
出
来
上
る
人
形

不

忘

」

の

姿

、
そ
し
て
絵
具
の
色

は
、
鏡
に
写
し
た
如
く
常
に

同
一
の
も
の
が
手
ぎ
わ
よ
く
並
べ
ら
れ
て
い

っ
た
。
そ
し
て
そ
の
目
は
、
遠
く
祖
父
そ
し

て
今
は
亡
き
父
の
目
と
同
じ
で
あ
る
と、

手

伝
う
奥
さ
ん
が
語
っ
て
く
れ
た
。

な
ぜ

チ
エ

ー
ン
を

つ
け
な
か
っ
た
の
か

相
変
わ
ら
ず
肌
を
刺
す

よ
う
な
寒
さ
。
私
は
い
つ

も
の
よ
う
に
簡
単
に
朝
食

を
す
ま
せ
て
車
庫
へ
向
っ

た
。
踏
み
し
め
る
雪
は
表

政県のな

面
の
化
粧
と
は
異
な
り
、
下
の
方
が
ザ
ク
ザ
ク

と
す
ろ
。
明
け
が
た
に
相
当
冷
え
込
ん
だ
た
め

だ
ろ
う
。

「
き
ょ
う
は
慎
重
に
走
ら
ね
ば
滑
べ

る
ぞ
」

と
長
年
の
経
験
が
教
え
る
。

んみ

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
ひ
ね
っ
て
も
冷
え
て
い
る

た
め
ク
ラ
ン
ク
の
回
転
は
鈍
い
。
も
う
一
回

ひ
ね
り
直
す
と
ど
う
に
か
順
調
に
始
動
し
だ
し

た
。
ま
ず
暖
気
運
転
の
た
め
、

エ
ン
ジ
ン
を
静

か
に
回
転
し
て
お
き
な
が
ら
始
業
点
検
と
い
う

程
で
も
な
い
が
、
フ
エ
ン
ダ
l
の
氷
を
蹴
り
落

し
て
下
を
の
ぞ
い
た
り
、
タ
イ
ヤ
ー
を
押
し
て

見
た
り
、
追
突
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
尾
燈
や

方
向
指
示
喧
も
ボ
ロ
キ
レ
で
ふ
く
。

一
応
点
検
し
て
妻
か
ら
い
つ
も
の
事
な
が
ら

携
行
品
を
受
け
と
り
、
見
送
り
の
声
に
答
え
な

が
ら
出
発
。
国
道
八
号
線
へ
出
る
と
他
の
車
の

跡
は
ま
だ
少
な
か
っ
た
。
時
お
り
大
型
ト
ラ
ッ

ク
の
巨
体
が
か
す
め
る
。
「
気
を
つ
け
ね
ば
・:

・
:
」
と
ま
ず
ス
リ
ッ
プ
防
止
に
気
を
配
り
な
が

ら
雪
で
見
え
な
い
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
付
近
か
ら

お
も
む
ろ
に
左
へ
寄
る
。
私
の
タ
イ
ヤ
が
ザ
ク

ザ
ク
と
「
あ
ら
道
」
を
踏
み
し
め
て
行
く
の
が

心
よ
い
。
ま
だ
凍
っ
て
い
る
。
太
陽
が
出
れ
ば

す
ぐ
軟
か
く
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
ま
で
は
慎
重

に
運
転
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

そ
の
時
だ
っ
た
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
豪
音
と

雪
煙
り
を
上
げ
て
通
過
し
た
。
H
H

ハッ
グ
と
し

て
直
ち
に
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
く
い
付
い
た
雪

煙
り
を
払
い
と
ろ
う
と
し
て
ワ
イ
パ
ー
ス
イ
ッ

チ
に
手
を
伸
ば
す
と、

体
が
傾
い
た
瞬
間
「
ツ

ル
ッ
」

と
亭
は
左
へ
滑
り
だ
し
た
。
あ
わ
て
て

ハ
ン
ド
ル
を
反
対
へ
切
る
。
今
度
は
後
輸
が
左

へ
も
送
ら
れ
る
な
ど
、
日
本
の
み
や
げ
の
一
つ

と
し
て
海
外
に
も
渡
っ
て
い
る
。

土人形に絵付けをする渡辺さん

土
人
形
は
、
粘
土
が
原
料
で
細
工
し
て
陰
干

し
に
し
た
後
、
素
焼
き
、
絵
付
け
と

一
年
が
か

庁

り
、

一
つ
の
人
形
に
十
数
度
手
に
か
け
る
。
再

2

び
渡
辺
さ
ん
は
、

「
昭
和
三
年
に
父
か
ら
手
ほ

リ

ど
き
を
受
け
た
頃
は
、
富
山
に
土
人
形
を
作
っ

川

て
い
る
家
が
五
J
六
軒
あ
っ
て
、
そ
れ
を
業
者

酬

が
石
川、

岐
車
、
福
井
と
売
り
歩
い
た
も
の
で

川

す
が
、
戦
災
を
受
け
て
郊
外
に
疎
開
し
た
。
こ

川

う
な
る
と
染
料
な
ど
も
入
手
困
難
と
な
り
、
同

州

業
者
は
一
人
減
り
、
二
人
減
り
し
て
私
一
人
と

川

な
っ
た
。
私
も
や
め
よ
う
か

と
思
い
ま
し
た

酬

が
、
こ
れ
は
何
と
か
し
て
後
世
に
残
し
た
い
も

川

の
だ
と
思
い
今
ま
で
続
け
て
い
ま
す
が
、
後
継

酬

者
が
い
な
く
て
:
:
:
・:」

と
語
る
渡
辺
さ
ん
は

川

さ
び
し
そ
う
。

川

何
と
か
「
富
山
の
土
人
形
」
を
受
け
継
い
で

酬

も
ら
う
人
が
出
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

川

へ
滑
り
は
じ
め
た
b

H

ア
ッ
グ
と
思
い
ア
ク
セ

附

ル
を
放
す
、グ
!
と
詰
ま
る
よ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
。

酬

と
っ
さ
に
前
方
に
ト
ラ
ッ
ク
を
み
と
め
、
更
に

川

左
へ
ハ
ン
ド
ル
。
休
は
大
き
く
揺
れ
傾
く

ρ
危

酬

い
。
必
死
に
ふ
ん
だ

c

ブ
レ
ー
キ
。
そ
の
瞬
間
、

川

今
ま
で
見
え
て
い
た
僅
か
に
顔
を
出
し
て
い
る

川

田
圃
の
青
葉
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
い
っ
ぱ
い
に

川

迫
ま
っ
て
き
た
。
ア
ッ
ア
ッ
ア
ッ
:
:
:
痛
い

酬

・
:
ア
ッ
こ
こ
は
:
:
:
ど
う
な
っ
た
の
だ
、
痛

酬

い
、
ヒ
ザ
が
胸
が
:
:
:
気
づ
い
て
上
を
見
る
と

馴

ト
ラ
ッ
ク
が
青
く
澄
ん
だ
空
の
中
で
停
車
し
て

酬

い
る
。
見
知
ら
ぬ
男
が
大
き
な
声
を
か
け
な
が

介

ら
ド
ア
ー
を
あ
け
て
私
を
抱
え
て
出
し
て
く
れ

3
3

た
。
痛
み
が
ひ
ど
く
て
顔
が
ゆ
が
む
:
:
:

i

病
院
へ
運
ば
れ
、
診
断
の
結
果
肋
骨
々
折
、

関

両
ヒ
ザ
強
打
と
診
断
さ
れ
た
。

機

私
の
起
し
た
ス
リ
ッ
プ
事
故
は
以
上
で
あ
る

先

が
あ
れ
か
ら
一
年
、
ま
だ
体
の
屈
折
に
は
胸
が

出

痛
み
、
座
る
の
も
困
難
で
あ
る
。

の

私
は
思
う
。
途
中
で
チ
ェ
ー
ン
を
取
り
つ
け

百一

る
こ
と
さ
え
考
え
な
い
程
自
分
を
過
信
し
て
い

十

た
こ
と
を
。
平
常
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ぶ

っ
て
、

酬

「
滑
り
は
じ
め
た
ら
反
対
側
へ
ハ
ン
ド
ル
を
切

削

る
。
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
で
こ
ろ
が
り
摩
擦
を

川

利
用
し
、
足
♂
ブ
レ
ー
キ
を
強
く
踏
ん
で
は
な
ら

酬

な
い
」
と
同
僚
に
も
言
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
の

酬

ろ
う

t
い

瞬
間
の
狼
獄
は
ど
う
だ
つ
た
か
、
慎
重
に
走
れ

州

ば
大
丈
夫
と
ベ
テ
ラ
ン
の
つ
も
り
、
三
十
数
年

酬

の
経
験
が
全
く
通
用
し
な
か
っ
た
で
は
な
い

酬

か
。
私
は
思
う
、
な
ぜ
チ
ェ
ー
ン
を
つ
け
な
か

酬

っ
た
の
か
と
。

川

(
警
察
本
部
)
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総

務

部
総

務

課

総
務
課
と
い
う
と
一
般
の
方
や
会
社
関
係

の
方
は
人
事

・
財
政

・
秘
書
な
ど
に
わ
た
る

広
範
な
事
務
の
総
括
機
関
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

県
庁
の
総
務
課
と
い
う
の
は
後
述
す
る
事

務
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
人
事

・
秘

書
と
い
っ
た
県
庁
内
部
の
仕
事
で
は
な
く
、

も
っ
と
県
民
に
直
接
む
す
び
つ
い
た
事
務
を

行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
事
務
を
紹
介
す
る
と、

総
務
係
|外

国
へ
旅
行
す
る
た
め
の
パ
ス
ポ
ー
ト
発
給
申

請
の
受
理
交
付、
県
民
体
力
つ
く
り
の
推
進
、

宗
教
団
体
に
関
す
る
事
務
。
広
報
係

l
県
政

を
広
報
す
る
た
め
の
広
報
誌
紙
の
発
行
や
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
放
送
、
映
画
の
制
作
、
広

報
車
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
利
用
な
ど
に
よ
る

広
報
。
法
規
係

l
県
が
つ
く
る
条
例
規
則
な

ど
の
審
査
並
び
に
公
告
や
告
示
、
行
政
書
士

に
関
す
る
事
務
。
文
書
係

l
文
書
の
収
発
事

務
や
文
書
の
保
存
。
公
印
(
知
事
印

・
部
長

印
な
ど
〉
の
監
守
に
関
す
る
事
。
学
事
係
|

私
立
学
校
(
幼
稚
園
、
高
校
、
洋
和
裁
学

校
、
自
動
車
学
校
そ
の
他
〉
の
指
導
事
務
な

ど
で
す
。
ま
た
、
県
の
組
織
と
し
て
教
育
委

員
会
、
電
気
局
、
警
察
本
部
に
も
総
務
課
が

あ
り
ま
す
の
で
当
課
に
来
庁
の
際
や
電
話
を

お
か
け
に
な
る
と
き
は
必
ず
総
務
部
総
務
課

と
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。

- 12ー

の

建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局

富
山
工
事
々
務
所

「
県
内
の
国
道
の
ほ
と
ん
ど
は
、
第
一
次

の
改
良
、
補
装
を
完
了
。
さ
ら
に
激
増
す
る

交
通
量
に
対
処
す
る
た
め
、
八
号
線
の
難
所

と
さ
れ
て
い
た
天
田
峠
も
、
ト
ン
ネ
ル
に
か

わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
れ
や
れ
と
思
っ

た
の
も
つ
か
の
間
、
富
山
J
高
岡
聞
の
交
通

量
が
一
日
二
万
台
を
越
え
る
と
あ
っ
て
は
、

本
当
に
気
の
休
ま
る
ヒ
マ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
区
間
が
い
ま
一
番
頭
を
痛
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
ネ
」
と
係
官
が
語
る
。
こ
こ
富
山

工
事
々
務
所
は
、
青
写
真
や
設
計
図
で
一
杯

だ
。
「
こ
の
交
通
対
策
と
し
て
、
四
車
線
構

造
の
道
路
を
計
画
し
、
す
で
に
、
一
部
で
は

工
事
を
は
じ
め
た
。
二
度
と
飛
騨
川
の
よ
う

な
事
故
を
繰
り
返
す
ま
い
と
、
四
十
一
号
線

の
危
険
箇
所
を
改
修
。

一
五
六
、

一
六

O
号

線
に
も
バ
イ
パ
ス
工
事
を
計
画
中
で
す
。
毎

日
、
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
続
け
、
危
険
箇

所
の
早
期
発
見
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
こ

と
に
積
雪
時
に
は
、
交
通
確
保
の
た
め
、
徹

夜
で
除
雪
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

な
お
、
水
害
を
防
ぐ
た
め
、
河
川
の
改

良
、
修
繕
を
進
め
る
と
同
時
に
、
砂
利
の
枯

渇
が
著
し
い
河
川
で
は
、
用
途
に
よ
り
採
取

の
規
制
を
も
行
な
っ
て
い
る
。

本
局
を
新
潟
に
お
く
こ
の
事
務
所
(
富
山

市
石
金
)
に
は
九
つ
の
課
と
県
内
十
三
の
出

張
所
を
配
し
、
こ
れ
が
一
体
と
な

っ
て
私
達

の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
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政県のなんみ
'-.，.: 、hノ

三
万
円
以
下
の
罰
金

「
美
し
い
と
こ
ろ
に
住
み
た
い
」

「
き
れ
い
な
環
境
の
中
で
、
子
供
た

ち
と
暮
し
た
い
」

。
こ
ん
な
欲
望
を

人
一
倍
持
っ
て
い
る
の
が
日
本
人
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
事
実
、
家
の

中
を
毎
日
時
間
を
か
け
て
掃
除
を
し

て
い
る
奥
さ
ん
や
娘
さ
ん
、
と
き
に

は
お
父
さ
ん
を
よ
く
昆
か
け
ま
す
a

そ
し
て
、
年
に
何
回
か
は
大
帰
除
を

す
る
日
本
人
で
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
掃
除
好
き
な
奥

さ
ん
、
家
の
中
で
出
た
ゴ
ミ
を
外
へ

持
っ
て
出
て
、
前
の
小
川
ヘ
ポ
イ
。

「
ア
ッ
精
々
し
た
。
さ
あ
少
し
休
ん

で
編
物
で
も
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

童
謡
の
歌
詞
に
も
あ
る
と
お
り
、

小
川
は
き
ら
き
ら
と
流
れ
ま
す
。
川

は
顔
を
し
か
め
な
が
ら
も
こ
の
ゴ
ミ

を
流
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
ゴ
ミ
が
も
し
ど
こ
か
に
つ
ま
っ
た

り
、
重
く
て
流
れ
な
か
っ
た
り
、
腐

っ
た
り
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ

よ
ノ
。

そ
う
グ

ご
存
じ
の
と
お
り
、
蚊

や
蝿
の
発
生
源
に
な
り
、
悪
臭
と
な

り
、
伝
染
病
の
巣
窟
と
な
り
、
ま
し

て
や
郷
土
の
汚
れ
を
如
実
に
さ
ら
け

出
す
要
因
と
な
る
の
で
す
。

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
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ミ
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こ
ん
な
場
合
は
ど
う
し
た
ら
?

こ
れ
は
何
と
か
な
ら
な

い
か
:
:
:
こ
の
ベ

l
ジ
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
質
問
に
お
答
え

す
る
「
あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

あ
て
先
は
富
山
市
新
総
曲
輪
一
番
七
号

富
山
県
庁
相
談
室

政 協仰御伽働側， あなたのコーす一 切側側~.&

答

加
害
者
の
車
が
加
入
し
て
い
る

自
動
車
保
険
(
強
制
保
険
)
は
契
約

し
て
い
る
加
害
者
に
よ
る
請
求
方
法

と
、
被
害
者
か
ら
保
険
会
社
に
直
接

請
求
す
る
こ
つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
あ
な
た
の
場
合
は
、
そ
の
被
害

者
請
求
の
方
法
に
し
た
ら
よ
い
と
思

い
ま
す
。

仮
渡
し
請
求
を
す
る
の
で
す
。
加

害
者
に
仮
渡
し
請
求
を
し
た
い
か
ら

と
い
っ
て
、
保
険
会
社
名
と
契
約
番

号
を
き
い
て
か
ら
、
そ
の
保
険
会
社

へ
診
断
書
と
事
故
証
明
書
、
そ
の
他

県のなんみ

必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

こ
れ
は
仮
渡
金
で
す
か
ら
加
害
者
か

ら
、
急
い
で
示
談
に
し
よ
う
と
い
わ

れ
で
も
、
す
ぐ
に
応
ず
る
と
あ
と
で

後
悔
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

一
応
仮
渡
金
で
治
療
費
を
支
払
い
、

残
り
を
後
日
示
談
成
立
後
、
清
算
受

領
さ
れ
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

答

ま

ず
国
民
年
金
の
老
令
年
金

は
、
原
則
と
し
て
二
十
五
年
以
上
の

掛
金
期
間
の
あ
る
人
が
、
六
十
五
歳

か
ら
支
給
さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
制
度

が
で
き
た
当
時

(
昭
和
三
十
六
年
)
、
す
で
に
年
令

の
高
い
人
(
昭
和
五
年
四
月
一
日
以

前
に
生
れ
た
人
〉
に
は
、
こ
の
二
十

五
年
の
掛
金
期
間
を
そ
の
人
の
年
令

に
応
じ
て
二
十
四
年
和
ら
最
低
十
年

に
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
短
縮
さ
れ
て
い
ま

す。
例
え
ば
、
大
正
五
年
四
月
一
日
以

前
生
れ
の
人
は
十
年
間
、
大
正
五
年

四
月
二
日
か
ら
大
正
六
年
四
月
一
日

よ右は言いと住 美をはにる腐す類で め日「る郷
うの厳いるこみ「し設部しゴる 。も出最に程ゴー土県
。法し訳のろ家 川い 置落かミも燃大る近凹をミ方をで
文くはででをは郷しで出はのえ変「のつお」、美も
を目通すは与美土て仕な各なる多ゴ消て知のほし ~
ちをりがなえしを、末い家どもく ミ費いら処とく 出
よ光ま、いるいつおでガ庭区のな 」経ませ理んし村
つらせっこが水く互きラで別がつの済すし場どよで
とせんいと、をりいるス、し J て量か。てをのう J

みて。つはゴ流まの「の宅て左きlI:>，~ 、整市と も
てい戸い 、 ミしし協ゴ破ヘムいて ゴ備町呼県
みま ;知を、よ力ミ片 時 そ家 ミし村び土
ます掃;つ流俗うで箱なた日もいのの をてでかを
し oE」てすと。 、」どま出ぞま種中 集、はけ

W//////，仰クII//////，めW///IiケII///，。幼11/////////////1

ま以 のを前 ー配空こがに 意、数方く のと入いり 入浴
す上湯が徐に 4砂 時が腹と変血四しがにな風でな浴え 、. ~ー
かも温安々 、ま間 あ時が化管十な異より呂すりしな疲寒 さ
ら入が全にまた以りゃあしが二け常つまに。まない労いえ
、裕四でひず寒内ま食りて拡度れにてす入 すいもを日 り

血す十すろかい位す後ま脳が以ば高はがる かとの回のた
圧る二。げけ季はかのす貧る上なく血 、と ら 、 。復入い
の と度 て湯節さら満。血ののりな圧湯血 気かしす浴食
高血以 かをはけ 、腹となで湯まりやの液 をえかるは前
い圧上 らし浴ま食時くど、にせま脈温の つつしの体
人がで 湯て槽し事はにを血入んす醇度循 けて、にを b
ゃあ三 に 、によ前そ食おのる 。の 、や環 た体上何暖 12
心が十 入血入う後の前こ流と で呼入が いに手とめ依
臓り分 る管る。の心のすれ急 注吸りよ も害にもた

一
清
掃
法
抜
す
い

一

(
汚
物
の
投
棄
禁
止
)

一
清
掃
法
第
十
一
条
(
大
要
〉

一

二
、
下
水
道
又
は
河
川
、
運
河
、

一
湖
沼
そ
の
他
の
公
共
の
水
域
に
ご

一
み
又
は
ふ
ん
尿
を
捨
て
る
こ
と
。

3曾... 

あ
な
た
の
コ
ー
ナ
ー

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ま
で
の
生
れ
た
人
は
十
一
年
間
に
と

い
う
ぐ
あ
い
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
老
令
年
金
を
一
番
早

く
う
け
ら
れ
る
人
は
、
明
治
三
十
九

年
四
月
生
れ
の
加
入
者
で
す
。
こ
れ

ら
の
人
た
ち
は
、
昭
和
四
十
六
年
三

月
ま
で
に
十
年
間
の
掛
金
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
六
十
五
才
に
な
る
昭
和

四
十
六
年
四
月
で
老
令
年
金
を
う
け

る
権
利
が
つ
き
、
そ
の
翌
月
か
ら
支

給
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

(

罰

則

)

一

清
掃
法
第
二
十

四

条

一

公
共
の
利
益
に
反
し
て
み
だ
り

一

に
第
十
一
条
(
汚
物
の
投
棄
禁
止
)
…

各
号
に
掲
げ
る
行
為
を
し
た
者
は
一

三
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
摺
若

.

し
く
は
科
料
に
処
す
る
。

一

げ
'
奥
様
コ
ー
ナ
ー
し

- 14ー

の
悪
い
人
、
体
の
弱
っ
て
い
る
人
、

病
後
の
人
は
さ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
入
浴
の
適
温
は
冬
期
間
は
四

十
J
四
十
二
度
で
入
浴
時
間
は
三
十

分
以
内
に
し
た
い
も
の
で
す
。

湯
温
は
三
十
九
度
以
下
だ
と
血
圧

は
下
が
り
ま
す
が
、
冬
期
間
で
は
適

当
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
湯
に
入

っ
た
直
後
ば
か
り
で
な
く
、
湯
、
ざ
め

を
お
ぼ
え
る
時
に
も
血
圧
が
た
か
く

な
り
ま
す
。
湯
ざ
め
し
な
い
よ
う
就

寝
前
に
入
る
と
か
、
入
浴
後
は
少
し

厚
着
を
す
る
な
ど
気
の
く
ば
り
が
必

要
で
す
。
(
専
門
技
術
員
室
)
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交通i童E酔E種類 交通違亙緩空重和塑措-
酒 い運転 9 混雑 貨命令違反 i
酒気帯びた以下の 。印違反 9 0O0右通軌 行 帯 違 反 i。02大E 皇自 許ー資遵絡し 転 8 道敷 内 違反 1

型 動車無 運転 8 H買断方法違百反害 l 
酒気帯びた以下のO印違反 7 110右定償断合凶車 l 
酒 気帯び運転 nlo指 械距断等離禁止保違反 l

一0過労運転等 6110車問 不鐙反 1 
25 Km以上 6 110迫いつかれた卓両の義務違 l 

O速度超過 225oKrhn采N 高卜 2 110割 込 み 等 l

o 120km未満 1110右・左折方法違妨反害 l 
0信 号 無 視 2110δδ右吏緊 左折冨合凶車 l 
0通行禁止制限違反 2 差点 先車言 妨害 l
0通 行 区 分」止重違一頁反 2 急車妨 笠反火 l 0法定機断等禁 2 駐 停 車違 i 
0追越し逮反 2 無 燈 l 
0路面電車後方不停止 2 減光等義務違反行 l 
0踏切不停止等 2 合凶不履 l 
0しゃ断踏切立入り 2 響育器吹1載外&義務違亙反 1 
0優先道路通行革妨害等 2110乗車積 ブj 量乗 逮 l 
ob時断歩行者妨害等 21100定積載員 事 l
0徐行場所違反止 2 容量超過 l

3
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l α原す 亙良 l 
2 110装 l
l 転 反 l
2 停 亙害 l 
2 ♀0直1笥 1 2 害 l;著書革聾品: 

県のなんみ

成
人
病
が
ふ

せ 111川1111111111111111111川11

規

正

則

し

り

医
学
の
進
歩
や
衛
生
思
想
の
普
及

に
よ
っ
て
、
最
近
ま
で
死
因
の
上
位

を
占
め
て
い
た
結
核
、
肺
炎
及
び
気

管
支
炎
、
胃
腸
炎
に
代
っ
て
、
脳
卒

中
、
ガ
ン
、
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病

が
一
二
三
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々
増

1111111 川1111111111川1111川1111 川川1111111111川11111川111川1111川1111川川11川川川111川川H川川川111川川11川H川川111川川川H川川11川111川川111川川川H川川H川H川川111川川川11川川川11川川川H川川川H川川川H川川川11川H川川H川11川川川川H川11川川川川11川川H川川川11川111川川H川川川H川川11川11川|川川川川11川川11川川11川川川H川川川11川11川川川H川川川H川川H山11お 知

1日(土〉 ・成人病予防週間("-' 7 

-交通安全模範の日

@墨田彊診

3日 (月〉 ・節分

日〉

せ 111111111111111川川川川川川川馴 川川 川川川川川 川川川111川川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川H川11111り

先
月
は
、「
点

数
制
度
」
の
う

ち
、
主
な
違
反

や
事
故
に
つ
い

て
の
点
数
を
の

べ
ま
し
た
が
、

今
月
は
点
数
の

計
算
方
法
や
処

分
の
基
準
点
数

に
つ
い
て
説
明

T
レ
官
民
Y
レ
レ
ム
Aノ。

点
数
の
計

算
方
法

過
去
三
年
以

内
の
交
通
違
反
や
交
通
事
故
の
す
べ

て
に
点
数
を
つ
け
て
、
こ
れ
を
合
計

11川111111川111111111111111お知

数占る(1 

政

つ

県

反

の

違

な

通

ん

~ 

.x. 

み

こ
の
ぺ

l
ジ
は
市

町
村
、
そ
の
他
の

広
報
紙
の
資
料
と

し
て
、
ご
自
由
に

お
使
い
下
さ
い

え
て
い
ま
す

し、

生

活

を

加
し
、
本
県
で
は
六
十
打
に
達
し
ま

し
た
。
特
に
、
四
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
で
の
壮
年
層
に
多
く
、
職
場
で
は

働
き
盛
り
、
家
庭
で
は
一
家
の
大
黒

柱
の
方
々
。

成
人
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
、
か
か
っ
て
も
悪
化
し
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
成
人
病
に
関
す
る
正

4日(火〉 ・立春

8日 (土〉 ・針供養

11日 〈火〉 ・建国記念の日

15日(土〉 ・交通安全模範の日

-無火災日

16日 (日〉 ・家庭の日

し
ま
す
が
、
次
の
場
合
、
そ
れ
以
前

の
交
通
違
反
や
交
通
事
故
の
点
数
は

消
さ
れ
ま
す
。

一
、
運
転
免
許
の
停
止
や
取
消
し
を

受
け
た
と
き
。

二
、
交
通
違
反
を
し
た
り
、
交
通
事

故
を
起
こ
し
て
処
分
を
受
け
て
か

ら
、

一
年
以
上
の
問
、
交
通
違
反

を
せ
ず
、
ま
た
交
通
事
故
も
起
こ

さ
な
か
っ
た
と
き
。

処
分
の
基
準
点
数

計
算
さ
れ
た
合
計
点
数
が
一
定
以

上
に
な
る
と
、
免
許
の
停
止
や
取
消

し
を
受
け
ま
す
が
、
処
分
の
基
準
点

数
は
過
去
三
年
以
内
の
経
歴
に
よ
り

各
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

成

人

病

の

検

診

し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
規
則
正
し

い
日
常
生
活
、
食
生
活
を
送
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
早
期

発
見
の
た
め
に
定
期
的
に
健
康
診

査
、
集
団
検
診
を
受
け
、
異
常
の
あ

る
人
は
、
直
ち
に
専
門
の
病
院
で
精

密
検
診
を
受
け
早
期
治
療
を
さ
れ
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

成
人
病
を
予
防
す
る
に
は
、
次
の

点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

。
日
常
生
活
で
は

一
血
圧
の
上
る
よ
う
な
行
為
は
さ

け
る
。

二
十
分
な
睡
眠
と
休
養
を
と
る
。

三
部
屋
を
暖
か
く
し
、
年
輩
の
方

の
夜
の
用
便
は
室
内
で
足
す
よ
う

四
熱
い
風
目
、
長
風
巴
は
禁
物
、

洗
い
場
を
湯
気
で
暖
か
く
。

五
一
日
一
回
通
じ
を
つ
け
、
便
秘

す
な
わ
ち
、
次
表
の
よ
う
に
過
去

三
年
以
内
の
運
転
免
許
の
停
止
の
回

数
に
よ
っ
て
、
停
止
や
取
消
し
の
基

準
点
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ili l:ly; 
な
お
、
次
の
場
合
は
、
そ
れ
ま
で

の
運
転
免
許
の
停
止
の
回
数
は
消
さ

れ
、
運
転
免
許
の
停
止
を
受
け
た
こ

と
が
な
い
「

O
回
」
者
と
し
て
扱
わ

れ
ま
す
。

一
、
運
転
免
許
の
取
消
し
を
受
け
た

と
き
(
再
び
運
転
免
許
を
受
け
た

と
き
に
免
許
を
取
り
消
さ
れ
る
前

の
免
許
の
停
止
の
回
数
は
計
算
さ

れ
な
い
)

二
、
運
転
免
許
の
停
止
を
受
け
た
後

に
、

一
年
以
上
の
問
、
交
通
違
反

を
せ
ず
、
交
通
事
故
も
起
こ
さ

注:この表にない交通違反には点数をつけません。

し
な
い
よ
う
に
。

六
坂
道
や
階
段
は
ゆ
っ
く
り
と

0

0
食
生
活
で
は

一
主
食
に
頼
ら
ず
、
お
か
ず
を
た

っ
ぷ
り
と
る
。

二
塩
分
は
少
な
く
、
漬
物
や
み
そ

汁
を
ひ
か
え
め
に
。

矢口

ペ〉

て

し、
通

年
金
制
度
の
し
く
み
に
つ
い
て

は
、
現
在
職
業
の
種
別
に
よ
っ
て
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
、
各
種
共
済
組

合
年
金
な
ど
に
分
れ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
会
社
な
ど
が
ど
ん
ど

ん
ふ
え
、
条
件
の
よ
い
職
業
に
か
わ

る
人
も
多
く
な
っ
て
、
一
つ
の
年
金

制
度
だ
け
で
は
必
要
年
数
(
二
十

年
、
あ
る
い
は
二
十
五
年
と
な
っ
て

お
り
、
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
違

う
)
年
金
が
受
ら
れ
な
い
人
も
で
て

き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
途
中
で
職
業
を
か
え
別

の
年
金
制
度
に
移
っ
た
場
合
で
も
各

種
年
金
の
加
入
期
間
を
通
算
し
て
、

年
金
が
う
け
ら
れ
る
し
く
み
が
三
十

六
年
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

通
算
老
令
年
金
と
い
い
ま
す
。

。
年
金
通
算
の
し
か
た

う
け
る
年
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
加

入
期
間
や
納
め
た
保
険
料
(
国
民
年

金
以
外
は
、
月
給
に
よ
り
違
う
)
に

〉‘

ず
、
ま
た
、
免
許
の
停
止
も
受
け

な
か
っ
た
と
き
。

高口
校口
入口
学口
要
項

口き
口ま
口る

全
日
制

志
願
期
間
・:
二
月
二
十
日
J
二
十
八

口
H

学
力
検
査
:
・国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
英
語
の
五
教
科

検
査
日
・
:
三
月
十
三
日
、
十
四
日

合
格
者
発
表
・・・
三
月
十
八
日

全
日
制

(
第
二
次
)

志
願
期
間
・
:
三
月
十
九
日
J
二
十
二

口
μ

合
格
者
発
表
・
:
三
月
二
十
四
日

定
時
制

志
願
期
間
・:
三
月
十
七
日
J
二
十
二

口
μ

検
査
:
・
国
語
、
数
学
と
面
接

検
査
日
・
:
三
月
二
十
五
日

合
格
者
発
表
・
:
三
月
二
十
七
日

グ危
い
。
カ
ネ
バ
ル
ー
ン

カ
ネ
バ
ル
ー
ン
と
は
、
絵
具
の
容

器
に
似
た
チ
ュ
ー
ブ
内
に
、
柔
ら
か

い
合
成
樹
脂
が
入
っ
て
い
る
オ
モ
チ

ャ
で
、
ビ
ニ
ー
ル
の
ス
ト
ロ
ー
に

こ
の
樹
脂
を
付
け
て
ふ
く
ら
ま
せ
る

と
、
風
船
が
で
き
ま
す
。

子
供
達
の
間
で
は
、
こ
の
遊
び
が

(ビ
ニ
ー
ル
風
船
〉

急
激
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

樹
脂
に
は
有
毒
物
質
が
含
ま
れ
て
お

り
使
用
し
て
い
る
う
ち
に
、
頭
痛
な

ど
の
中
毒
症
を
起
こ
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
厚
生
省
が
販
売
中
止
を
指
示

し
ま
し
た
か
ら
、
絶
対
使
用
し
な
い

よ
う
ご
注
意
下
さ
い
。

三
香
辛
料
(
刺
激
物
)
は
ひ
か
え

め
に
。

四
脂
肪
分
の
少
な
い
魚
は
十
分

に
、
肉
は
ひ
か
え
め
に
。

五
植
物
油
は
豊
富
に
、
動
脈
硬
化

を
防
ぎ
ま
す
。

六

野

菜

、
果
物
を
十
分
に。

ま

す
年

か
金

ワ

算

よ
っ
て
き
ま
り
ま
す
o

v年
金
額

次
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

10 v o.n¥ v 120 一一一 x240) x 一一一カFJ= 54，000円1.α刃 240

x60カ月=27，000門

J..・….....・…・・… ……  x300カJJ= 60.000門
(2511主r:n分〕

5年府
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10 
1.000 

。60歳以後1年間に支給されるH= 81.000円
。65歳以後l年間に支給される;11'=141，000円
〈注〉 ゴジッヲ文字は定数

同
250 x 60ヵ)]+ 20，000円×

(勤務j附の)
平均給料月領

門
10年珂(60，0∞+ 20.000円 × 

(最終3年間の〕
平均給料月額，

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
庁
国
民
年

金
課
(
電
話
@
四
一
一
一
番
)
へ
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

マ
県
の
交
通
事
故
相
談
所
ム

交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請

求
や
支
払
い
の
問
題
で
お
困
り
の
方

の
た
め
、
県
で
は
交
通
事
故
相
談
所

(
県
庁
二
階
)
を
毎
日
無
料
で
開
設

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
遠
隔
地
に
お

住
い
の
方
や
忙
し
い
方
は
、
移
動
相

談
所
を
ご
利
用
下
さ
い
。

。
二
月
の
巡
回
日
程

四
日
(
火
)
新
湊
市
役
所

五
日
(
水
)
氷
見
市
公
会
堂

六
日
(
木
〉
滑
川
市
役
所

十
二
日
(
水
〉
黒
部
市
役
所

十
三
日
(
木
〉
小
矢
部
市
役
所

十
四
日
(
金
)
大
沢
野
町
役
場

十
八
日
(
火
)
立
山
町
役
場

十
九
日
(
水
)
飢
善
町
中
央
公
民

二
十
日
(
木
)
大
門
町
役
場

二
十
五
日
(
火
〉
福
光
町
役
場

二
十
六
日
(
水
)
井
波
町
役
場

二
十
七
日
(
木
)
福
野
町
役
場

- 17ー

お

わ

び

先
月
三
月
号
〉
六
ペ
ー
ジ

掲
載
の
「
企
業
の
繁
栄
」

ρ
助

成
の
方
法
d

の
項
に
お
い
て
、

説
明
不
足
が
あ
っ
た
の
で
、
次

の
と
お
り
お
わ
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

先
月
号
で
は
助
成
の
方
法
の

特
例
に
つ
い
て
の
み
説
明
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
特

例
で
あ
っ
て
原
則
と
し
て
は
、

設
備
資
金
の
貸
付
け
に
よ
っ
て

行
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
了
知

下
さ
い
。



政県のなんみ。
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戸J

ソ
連
・
極
東
知
事
国
来
県

『
一
一
上
青
少
年
の
家
』
起
工

富

山

新

港

な

ど

視

察

叩

月

完

成

を

め

ざ

す

県
で
は
、
明
治
百
年
を
記
念
し
て
建
設
す
る
「
県
立

二
上
青
少
年
の
家
」
の
起
工
式
が
昨
年
十
二
月
十
三
日

高
岡
市
二
上
鳥
越
の
建
設
現
地
で
行
な
わ
れ
た
。

総
事
業
費
一
億
八
千
万

円
で
、

一
万
五
千
四
百
平

方

M
の
敷
地
に
は
、
常
時

二
百
人
の
青
少
年
を
収
容

で
き
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
、
延
べ
三
千

三
百
平
方
財
の
モ
ダ
ン
な

も
の
。
内
部
は
、宿
泊
室
、

研
修
室
、
視
聴
覚
室
、
資

料
展
示
室
、
音
楽
室
、
談

話
室
、
保
健
室
な
ど
が
完

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

完
成
は
本
年
十
月
の
予

定
。
こ
こ
は
、
万
葉
の
ふ

る
さ
と
二
上
山
の
台
地
だ

け
に
眼
下
に
富
山
新
港
や

市
街
が
展
望
で
き
る
絶
好

地
で
あ
る
。

訪
日
ソ
連
知
事
団
の
一
行
が
、
十
二
月
十
九
日
来

県
、
吉
田
知
事
と
懇
談
し
た
あ
と
、
富
山
新
港
、
県

立
大
谷
短
期
大
学
な
ど
を
視
察
し
た
。

一
行
は
、
日
ソ
親
善
と
、
沿
岸
貿
易
拡
大
に
つ
い

て
明
る
い
見
通
し
を
語
り
、
富
山
県
を
ふ
く
め
て
日

本
海
側
各
県
が
ソ
連
極
東
地
区
各
州
に
働
き
か
け
て

い
る
姉
妹
都
市
の
提
携
に
つ
い
て
も
、
近
い
将
来

J

ぜ

ひ
実
現
さ
せ
た
い
と
諮

っ
て
い
た
。

-
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12月県議会終わる

十
二
月
定
例
県
議
会
は

十
二
月
十
二
日
か
ら
七
日

間
の
会
期
で
行
な
わ
れ
、

七
億
二
千
五
百
万
円
の
一

般
会
計
補
正
予
算
な
ど
二

十
一
案
件
を
原
案
ど
お
り

可
決
。
新
議
長
に
は
、
高

野
議
長
に
代
っ
て
玉
生
孝

久
氏
(
自
民
)
を
選
出
。

ま
た
任
期
満
了
に
と
も
な

い
、
選
挙
管
理
委
員
を
選

任
し
た
。

新議長に玉生氏



み

ん

な

の

県

政

2

月

号

昭和43年 5月1日、氷見海岸、二上山を含む能登半島が固定公園として指定されました。

氷見海岸、 二上山は、ともに自然、景観がすぐれ、万葉のふるさととして歴史的にも由緒あ

昭
和
四
十
四

る地であります。

石川県境に近い蛇ケ島には、寒暖地双方の動植物が混在してみられ、学術的にも貴重な地

です。
〈でん

また、氷見海岸九殿浜には、宿舎、キャンプ場、海水浴場などを備えた総合的なレジャー、

保養センターをめざす計画がたてられており、二上山にはこのほど二上青少年の家が着工さ

れるなど、観光の要所として着々整備されています。

東の「立山ノレート」と相まって、西の「能登半島固定公園」は世界的観光ルートとしてク

ロー ズア ップされる日はもう目の前にきています。

汁
二
十
日
発
行
(
第
3
号
)

時
一
一
間
富
山
県
総
務
課
長

富

山

市

新

総

幽

電
話
富
山
三
二

)
四
一
一

一

番

七

・号

便
番
号
九
三

O

定
価
四
十
円

(
送
料
六
円
)

印
刷
中
越
印
刷
製
紙
株
式
会
社

氷見蛇ケ島


